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本日は意見陳述の機会をくださってありがとうございます。 

私は北九州市に住む 37 歳の主婦です。夫と 2 歳になる息子の３人で暮らしています。特別な経

歴や経験も無く、ごくごく普通の主婦である私ですが、だからこそ 3.11 東京電力福島第一原子力発

電所での事故により放射能汚染された日本での私たちの暮らしや育児について、皆さんに知ってほ

しいと思い今日この場に立っています。 

  

事故当時、私は銀行で働いていました。経済成長や便利さなどが豊かさの物差しとなっていて、

それを疑いもしませんでしたし、自分が使う電力がどのように作られているのか、そして原発のことな

ど無関心でいました。しかし、あの日、事故のニュースを知ったとき、すぐに幼い頃の記憶が鮮明に

思い出されました。それは母と一緒に見たチェルノブイリの子どもたちの写真展のこと、そして、「スノ

ーマン」など絵本作家として著名なレイモンド・ブリッグズが核戦争の恐怖を描いた「風が吹くとき」と

いうアニメーションの「こわい」記憶でした。写真展もアニメも「核の恐怖」というものが描かれ、私の心

にしっかりと刻まれていたからです。 

 事故から毎日ハラハラした気持ちが止まらず、しばらくは twitter やネットでひたすらに情報を集め

ました。自分のため、そして関東に住む大切な友人たちのために必死でした。チェルノブイリ原発事

故についても改めて勉強し、それらの情報を元に友人たちに一時的にでも避難してほしいことや、水

や食べ物に気を付けてほしいことを何度も伝えました。しかし残念ながら、ほとんどの友人たちへ想

いは届きませんでした。 

情報を迅速に開示しないこの国に対し、疑問と不信感が大きくなっていく中、福岡市内で原発に

反対するデモがはじまり、私もひとりで参加するようになりました。そこで仲間が増えひとりひとりと話

すうちに、「みんな同じ想い(疑問)を持っている」と、ほっとして救われたのを覚えています。特に避難

者や小さな子どもを連れて懸命に声をあげる母親たちの言葉は切実で、まだ独身だった私も「子ども

たちを守りたい」という想いに突き動かされていました。それは私の中で希望にもなっていました。 

私が街で声をあげてきたのは、怒りを発散したかったからでも、デモをすれば原発が止まるなどと

考えていたからでもありません。動かずにはいられなかったという衝動と、何より原発に対して「NO」と

言いたくても言えない人たちに「あなたにも仲間がいる」ということを伝えたかったのです。そして祈り

や願いだけでは何も変わらないこと、小さくても行動することから社会を変えられることを自らの行動

で示したかったのです。 

 

私は 2014年に結婚を決めたときに、夫にお願いをしました。それは、3.11以降、日本で暮らすに

は原発問題、そして放射能汚染の問題に向き合わなければならないこと、もし子どもを授かれば特に

日本で安心して暮らすことが困難になるかもしれないこと、もしそのように判断したときにいつでも逃

げられるよう準備をしておきたいこと。同じように危機感を抱いていた夫は共感しすぐに了承してくれ

ました。 

こうした考えに対し、世間では「大袈裟だ」「考えすぎだ」という人がいます。しかし、それは、3.11

原発事故前迄には、水・米・野菜・魚など食品の（セシウムなど）放射能含有量などごく微量だったも

のが、2012 年の事故後には、厚生労働省規制基準値を何千倍も何万倍も跳ね上げねばどうにもな

らなかったことで分かりますし、環境省指定の特定廃棄物という放射能が混じったゴミなどは、一般的

に棄て燃やしてもよい基準値は、100bq／kg～8000bq／kg というように８０倍にしないと成り立たな



い世界に変わってしまっていることからもよく分かるのです。福島の事故は、それまでの暮らし方や人

生設計を根底から変えるほどに私たちに大きな影響を与えたのです。 

日本全国にある原発どこででも事故が起きれば、この小さな島国に安全な場所などなくなります。

現在暮らしている北九州市は玄海原発からおよそ 100kmの場所にあり、30km よりはるかに圏外で

すが、それでももし玄海原発で福島の事故のような過酷事故が起こった場合は、偏西風に乗って我

が家にも高い値で放射性物質は降り注ぎます。チェルノブイリ事故では、爆心地から西側には

300km も飛散し、その地域は立ち入り禁止区域となっていました。更には 1,200km 離れたドイツに

まで飛散していたそうです。放射能には県境も国境もありません。 

玄海原発３号機再稼働後は安定ヨウ素剤をいつも持ち歩いています。近所の公園に行くときも、

買い物に行くときも息子のおむつと一緒に持ち歩く、日頃からこんな用心をしている母親が私だけで

なく日本中にたくさんいることをご存知でしょうか。どうして電気のために国民がこのような不安やリス

クを負わなければならないのでしょうか。 

 

 育児のなかで私が一番気を遣うのは「食事」です。子どもたちは大人の何倍も放射能の影響を受け

やすく、3.11以降の育児では「被ばく回避」の意識と知識が不可欠です。微量でも内部被ばくする可

能性はあり、汚染が疑わしい食材は避けるしかありません。これは決して「風評被害」などではなく、

実際に内部被ばくの恐れがあるものを体内に入れないという当然の危険回避策です。海洋の汚染

は現在進行形で続いており、海産物については特に深刻に感じています。もしも玄海原発で過酷事

故がおきれば、当然九州の食品が「汚染」されます。 

3月 23日に玄海原発 3号機が再稼働し、そしてそのたった 1週間後に蒸気漏れ事故、その後玄

海４号機一次冷却系ポンプ事故が起きました。九電は原子炉を止めず、私たち市民の不安にもきち

んと向き合った説明をしないまま、今日に至ります。市民が不安な毎日を送っていることを、九電は

理解しているのでしょうか。 

完璧な人間などおらず、ヒューマンエラーは必ず発生しています。原発も、不具合や故障、そして

老朽化や劣化も起こっています。「絶対に事故が起きない」とは、国も電力会社も言えず、もし過酷事

故が起きても誰も責任をとれないことは、福島の事故で実証済です。 

 

息子がもう少し成長したら、わたしはこの理不尽な事実を少しずつ教えていかなければいけません。

その頃、行き場のない核のゴミで全国各地が埋まっていないでしょうか。プルトニウムの危険な黄色

い看板が乱立し「立ち入り禁止区域」が拡がってないでしょうか。第二のフクシマ大事故が起きてな

いでしょうか。その時、「大人はこんなに危険な原発をなぜ止めなかったのか」「無責任に僕たちに核

のゴミをなぜ押し付けたのか」と息子が怒ってないでしょうか。そんな未来など想像したくありません。

私は息子に胸を張って「お母さんはあなたのためにがんばって反対したよ、みんなで原発を止めるこ

とができたよ」と言いたい。 

被ばく労働や環境問題、ウラン採掘の問題や核のゴミ問題に差別問題など、原発に関わるあらゆ

る問題を後世に残してはならないと思います。すべてが「負の遺産」です。 

「負の遺産」は一日も早く無くしたいのです。すべての原発を廃炉にすること、子どもたちの健康を

守ること、これは大人たちの責任です。 

今日この場にいらっしゃる裁判長、裁判官、裁判所のみなさんをはじめ、すべての人たちが例外

なく未来への責任に真摯に向き合うことで、どうか、玄海原発を勇気を持って止めてください。子ども

たちに誇れる判決をしてくださるよう強く願っています。 

ありがとうございました。 

 


